
　

福
津
市
地
域
支
え
あ
い
制
度
を
中
心

に
、
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
乳
幼
児
、
妊
産
婦
な
ど
の
災
害
時

要
援
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
情
報
の

伝
達
や
援
助
体
制
な
ど
の
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
、
海
抜
表
示

サ
イ
ン
な
ど
を
拡
充
し
、
防
災
基
盤
な

ど
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

津
波
、
洪
水
、
土
砂
災
害
な
ど
の

情
報
を
追
加
し
た
総
合
防
災
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
住
民
の
防
災

意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
年
２
月
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
心
温
ま
る
ご
支
援
を
賜
り
、
２
期
目
の

福
津
市
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
大
変
光
栄
に
感
じ

て
お
り
ま
す
が
、
同
時
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
頂
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
の
市
政
に
対
す

る
声
を
肝
に
銘
じ
、
私
を
育
て
て
く
れ
た
故
郷
、
大
好

き
な
福
津
市
の
た
め
に
、
１
期
目
に
引
き
続
き
こ
れ
か

ら
の
４
年
間
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　２月の福津市長選挙で再選された小山
市長が、６月の定例議会において２期目４
年間に臨むにあたり所信を表明しました。
　その内容の要旨を紹介します。

▼
災
害
時
要
援
護
者
支
援
体
制
の
確
立

　

各
地
域
の
防
災
訓
練
で
は
、
中
心
と

な
る
自
主
防
災
組
織
の
育
成
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
体
制
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

花
見
地
区
で
実
施
し
た
津
波
避
難
防

災
訓
練
や
避
難
所
開
設
・
運
営
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
モ
デ
ル
に
、
今
後
の
全
市

防
災
訓
練
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

▼
全
市
、
各
地
域
の
防
災
訓
練
の
実
施

▼
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、配
布▲花見地区で実施した津波避難防災訓練

▲今年度作成する総合防災ハザードマップ
　（写真はイメージ） ▲（左）防災行政無線子局　（右）海抜表示サイン

▶
地
域
支
え
あ
い
制
度
の
登
録
を
呼
び
掛
け
る

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
27
年
度
以
降
、
合

併
算
定
替
え
措
置
に
よ
る
交
付
税
は
段
階
的
に
減
少

し
、
平
成
31
年
度
で
終
了
い
た
し
ま
す
。
今
後
は
、
合

併
効
果
を
生
か
し
な
が
ら
、
行
財
政
基
盤
の
さ
ら
な
る

充
実
に
取
り
組
み
、
自
立
し
た
行
財
政
運
営
が
で
き
る

基
礎
体
力
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
「
住
み
続
け
た
い
」、
市
外
の

皆
さ
ま
に
も
「
住
ん
で
み
た
い
」、
ま
た
「
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
市
に
な
れ

る
よ
う
、
全
力
を
挙
げ
て
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

私
が
市
長
選
挙
に
再
出
馬
を
決
意
し
た
折
に
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
お
示
し
し
た
選
挙
公
約
で
お
約
束
し
た
項

目
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
、
魅
力
あ
る
市
を
創
造

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小山　達生　市　長
▶生年月日　昭和２２年７月３日
▶学　　歴　九州大学法学部卒業
▶経　　歴
　昭和５８年４月から平成２０年１２月まで福岡
　県議会議員を務める。
　平成２１年３月６日　福津市長就任（１期目）
　平成２５年３月６日　福津市長就任（２期目）
　２期目の任期は平成２９年３月５日まで



　

国
や
県
、
関
係
市
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
県
道
飯
塚
福
間
線
の
見
坂
ト
ン

ネ
ル
の
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

民
間
に
よ
る｢

食｣

の
拠
点
整
備
を
促

進
し
ま
す
。ま
た
、海
岸
沿
い
の
既
存
の

喫
茶
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、旅
館
、民
宿
な

ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
自
慢
の

食
の
開
発
を
依
頼
し
、
一
体
的
に
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
人
を
呼
び
招
く
賑
わ
い
空
間
を
創

出
し
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
広
場
ふ
く
ま
、
あ
ん
ず

の
里
、
魚
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
産
直
施
設

の
充
実
と
販
路
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
・
保
育
所
給
食
で
の

地
場
産
品
の
さ
ら
な
る
活
用
を
図
り
、

地
産
地
消
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
「
福
津
の
極
み
」に
つ
い
て
は
、さ
ら
に

充
実
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、地
元
産
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

福
津
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
漁
業

に
対
し
て
、魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
の

整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

福
津
の
自
然
や
暮
ら
し
方
を
体
験
・

交
流
で
き
る「
福
津
暮
ら
し
の
旅
」事
業

を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
、
市
民
の
郷
土

愛
を
育
む
と
と
も
に
市
外
者
に
福
津

フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
、
交
流
・
定
住
人

口
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
見
坂
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
完
成

▼
農
業
基
盤
、
漁
場
整
備
の
促
進

▼
ふ
く
つ
自
然
塾

　
　
　 「
福
津
暮
ら
し
の
旅
」
の
充
実

▼
地
産
地
消
の
推
進
、
農
水
産
物
の

 

消
費
拡
大
、地
元
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
強
化

▼
海
岸
線
を
中
心
と
す
る

　
　
　
　
　
　  「
食
の
街
道
」
の
推
進

　

乳
幼
児
医
療
制
度
に
よ
る
医
療
費

無
料
化
の
対
象
年
齢
を
、
現
在
の
小
学

校
３
年
生
ま
で
か
ら
通
院
を
小
学
校

６
年
生
ま
で
に
、
入
院
を
中
学
校
３
年

生
ま
で
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、多
様
化
す
る
育

児
相
談
内
容
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
備
し
ま
す
。

　

本
年
４
月
、
児
童
セ
ン
タ
ー
「
Ｆ
Ｕ

Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ａ（
フ
ク
ス
タ
）」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と

と
も
に
、
子
育
て
支
援
施
策
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
積
極
的
に
利
用
促
進
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
へ
の
入
所
を
希
望
す

る
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、
認
可

保
育
所
の
定
数
確
保
に
取
り
組
み
ま

す
。

▼
乳
幼
児
医
療
制
度
の
対
象
年
齢
拡
大

▼
子
育
て
支
援
策
の
充
実

▼
高
齢
者
福
祉
、障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

よ
り
、
福
津
市
の
子
育
て
世
代
を
支
援

し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
か
た
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
て
、

・
福
津
市
地
域
支
え
合
い
制
度
の
充
実

・
イ
ロ
イ
ロ
お
届
け
便
の
利
用
促
進

・
家
族
介
護
者
へ
の
支
援
の
充
実

・
市
民
後
見
制
度
の
推
進

・
認
知
症
予
防
事
業
の
充
実

・
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

整
備

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
か
ら
福
祉
課
に
新
た
に
「
障
が
い
福

祉
係
」を
設
置
し
ま
し
た
。今
後
は
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
「
障
が
い
者
虐
待
防

止
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。障

が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 ▲農家の日常体験としてブロッコリーを収穫 ‒福津暮らしの旅より‒

▲「食の街道」として海岸沿いを中心にPR

▲産直施設の一つ「ふれあい広場ふくま」▲４月にオープンした児童センターＦＵＣＳＴＡ

▲勝浦小学校で開催した認知症サポーター養成講座

▲「障がい者虐待防止センター」窓口の福津市社会福祉協議会

▲子育て支援センターの「親子のふれあい遊び」



　

津
屋
崎
で
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て

い
る
山
笠
と
津
屋
崎
人
形
は
、
後
世

に
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
の
一
つ
と
し
て
、
今
後
も
よ
り

一
層
地
域
の
人
々
と
行
政
が
一
つ
に

な
り
、
伝
統
文
化
を
育
み
、
後
世
に

継
承
し
て
い
き
ま
す
。

　

中
学
校
１
年
生
の
35
人
学
級
化
に

取
り
組
み
、
教
育
環
境
を
整
え
て
い

き
ま
す
。

　

福
岡
県
、
福
津
市
、
宗
像
市
は
、

新
原
・
奴
山
古
墳
群
を
含
む
「
宗
像
・

沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
の
平
成
28

年
６
月
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
、

景
観
計
画
や
景
観
条
例
の
制
定
な
ど

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
新
原
・
奴
山
古
墳
群
」
を
は
じ
め

と
す
る
津
屋
崎
古
墳
群
の
追
加
指
定

と
史
跡
地
の
公
有
化
に
あ
た
っ
て
は
、

国
指
定
史
跡
と
し
て
確
実
に
保
護
し

次
世
代
に
継
承
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
の
か
た
が
文
化
財
を
有
効

に
活
用
し
、
愛
着
を
も
っ
て
守
り
発

展
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

▼
世
界
遺
産
（
新
原
・
奴
山
古
墳
群
）

　
　
　
　
　
　
　   

登
録
活
動
の
推
進

▼
山
笠
、
津
屋
崎
人
形
な
ど

　
　
　
　
　
　
　 
伝
統
文
化
の
継
承

▼
教
育
力
の
充
実

　

平
成
25
年
度
末
に
は
津
屋
崎
処
理
区

が
ほ
ぼ
完
了
す
る
見
込
み
で
、
福
間
処

理
区
に
つ
い
て
は
福
間
汚
水
幹
線
が
完

了
し
ま
す
。平
成
26
年
度
に
は
東
福
間
・

若
木
台
処
理
施
設
を
福
間
処
理
区
に
統

廃
合
し
、
一
日
も
早
い
全
市
域
の
整
備

を
目
指
し
ま
す
。

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
家

庭
用
燃
料
電
池
の
設
置
補
助
金
制
度
を

継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
25
年
度
に
は
、福
間
駅
東

▼
国
指
定
史
跡
地
の

　
　
　
　
　
　   

追
加
指
定
と
公
有
化

▼
公
共
下
水
道
の
整
備
促
進

▼
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
支
援

▼
白
砂
青
松
の
海
岸
と

　
　
　
　
　
　
　 

松
林
の
保
全
、再
生

▲津屋崎郷づくりによる松の植樹 ▲新原・奴山古墳群

▲およそ３００年の伝統を誇る津屋崎祇園山笠 ▲津屋崎人形

▲家庭用燃料電池

土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
、
日
蒔
野
３

丁
目
の
約
２
・
４
ｈ
ａ
に
お
い
て
、
福

岡
県
が
節
電
や
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減
効
果
を
測
る
た
め
に
実
施
す

る
「
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
空
調
シ
ス

テ
ム
」
の
社
会
実
験
に
共
同
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
市
民
、
事
業
者
な
ど
と

共
働
し
て
実
施
し
て
き
た
海
岸
清
掃
の

さ
ら
な
る
充
実
、強
化
を
図
り
ま
す
。

　
「
夕
陽
の
き
れ
い
な
ま
ち
」
と
し
て

の
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
、
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

（
美
し
い
景
色
が
見
ら
れ
る
場
所
）
に

は
駐
車
・
休
憩
施
設
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
松
く
い
虫
対
策
と
松
林
の
除

草
、
除
伐
、
植
林
な
ど
の
松
林
の
保
全
、

再
生
を
市
民
の
か
た
が
た
と
共
働
で

行
っ
て
い
き
ま
す
。

ひ  

ま
き  

の



　

現
在
、
分
庁
方
式
を
と
っ
て
い
る
市

役
所
両
庁
舎
に
つ
い
て
は
、「
１
年
目

に
優
先
し
て
行
う
べ
き
重
点
施
策
」
と

し
て
「
分
庁
方
式
を
改
め
、
庁
舎
を
統

合
す
る
」こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
に
実
施
し
た
「
住
民
意

向
調
査
」
で
は
、
統
合
の
是
非
に
つ
い

て
は「
統
合
し
た
方
が
良
い
」、
統
合
す

る
場
合
の
場
所
に
つ
い
て
は「
福
間
庁

舎
」、
統
合
の
方
法
で
は「
庁
舎
機
能
を

充
実
す
る
た
め
、
全
て
の
部
署
を
集
約

す
る
よ
う
増
築
す
べ
き
」
と
の
意
見
が

最
も
多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
に
実
施
し
た

「
専
門
調
査
」
で
は
、「
行
政
窓
口
の
集

約
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

「
行
政
組
織
の
集
約
に
よ
る
行
政
運
営

の
効
率
化
」「
市
民
の
利
便
性
」「
災
害
時

▼
庁
舎
の
統
合
、公
共
施
設
の
有
効
活
用

の
対
応
」
な
ど
の
観
点
か
ら
総
合
評
価

判
定
が
行
わ
れ
、
評
価
し
た
９
つ
の
庁

舎
統
合
パ
タ
ー
ン
の
う
ち
、「
全
て
の

部
署
を
福
間
庁
舎
へ
集
約
す
る
」
が
最

も
評
価
が
高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
総
合

的
に
判
断
し
た
結
果
、「
全
て
の
部
署

を
福
間
庁
舎
へ
集
約
す
る
」
こ
と
を
最

終
方
針
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
津
屋
崎
庁
舎
の
活
用
に
関
し

て
は
、
引
き
続
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
窓

口
を
設
置
す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
活
用

方
法
に
関
し
て
は
、
市
立
図
書
館
分
館

の
設
置
も
含
め
、
今
後
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
き
し
な

が
ら
活
用
計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
に
地

域
が
賑
わ
い
、
地
域
が
活
性
化
し
た
と

言
わ
れ
る
よ
う
、
全
力
投
球
で
臨
み
ま

す
。

　

行
政
需
要
の
増
加
や
財
政
負
担
の

増
嵩
に
対
応
し
、
多
様
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
安
定

的
な
財
政
構
造
を
確
立
す
る
た
め
、
本

市
の
総
合
計
画
お
よ
び
行
財
政
改
革

大
綱
に
基
づ
い
て
行
財
政
改
革
大
綱

実
施
計
画
を
着
実
に
進
め
、
経
常
経
費

の
削
減
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
や
公
民
館
、
庁
舎
な
ど

市
有
施
設
の
維
持
、
更
新
に
つ
い
て
、

全
体
的
に
計
画
性
を
持
っ
て
行
う
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
し
ま

す
。

　

施
設
の
維
持
管
理
費
や
改
修
費
の

削
減
、
お
よ
び
施
設
の
長
寿
命
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
長
期
的
な
視

点
で
効
率
的
な
行
政
経
営
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
や
時
間
的
制
約
に
よ
り

庁
舎
窓
口
の
利
用
に
不
便
が
あ
っ
た

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
住
民

票
な
ど
の
各
種
証
明
書
の
交
付
を
実

施
し
ま
す
。

　

直
接
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
お
聞
き
す
る「
地
域
懇
談
会
」（
移
動

市
長
室
）
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
道

路
や
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
に
対
し

て
、「
里
親
」と
し
て
清
掃
美
化
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
ア
ダ
プ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
団
体（
里
親
）を
、
さ

ら
に
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
と
、
全
て
の

人
々
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う

真
に
心
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
都
市
」と
し
て
、
今

ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続
し
な
が
ら

も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、
幅
広

い
周
知
・
啓
発
、
人
材
の
育
成
な
ど
、

男
女
共
同
参
画
の
真
の
浸
透
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

私
は
、
１
期
目
の
４
年
間
「
愛

郷
無
限
」
の
思
い
で
市
政
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
市
政
の
さ
ら
な
る

発
展
の
た
め
に
「
賑
わ
い
創
生
、

自
然
を
体
感
で
き
る
ま
ち
へ
」
を

目
指
し
、
自
ら
が
先
頭
に
立
ち
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
覚

悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
、
な
ら
び
に
議

員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
市
政
運
営
に
格
段

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
私
の
所
信
表
明
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

平
成
25
年
６
月
３
日

福
津
市
長　

小　

山　

達　

生

▲庁舎統合の中心となる市役所福間庁舎

▼
行
政
評
価
の
実
施
と

　
　
　
　
　
　   

行
財
政
改
革
の
推
進

▼
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

　
　
　
　
　
　   

各
種
証
明
書
の
交
付

▲皆で歌いましょう

▲パト吉でのパトロール ▲ものづくりデイキャンプ

▼
市
民
と
の
積
極
的
な
対
話
の
推
進

▼
男
女
共
同
参
画
の
推
進

▼
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　  （
公
共
施
設
里
親
制
度
）
の
推
進

▼
人
権
教
育
の
推
進
、
啓
発
活
動
、

　
　
　
　
　
　
　   

学
習
活
動
の
推
進

　

郷
づ
く
り
活
動
が
市
民
一
人
一
人

の
活
動
と
し
て
、
そ
の
輪
が
広
が
り
、

市
民
生
活
に
よ
り
密
着
し
た
活
動
と

し
て
定
着
す
る
よ
う
、
自
治
会
を
基
軸

と
し
た
組
織
の
充
実
、
強
化
に
努
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
意
見
を
反

映
し
た
郷
づ
く
り
活
動
を
よ
り
一
層

推
進
し
ま
す
。

▼
地
域
自
治
の
推
進
（
郷
づ
く
り
）

ぞ
う
す
う


